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 こどもファンドに応募した子どもたちの活動に対

して、助成するかどうかを審査する役割を担うのが

「こども審査員」です。あなたもこども審査員にな

って、皆の活動を応援してみませんか？ 

 応募申請書は、市内の小・中学校、高校へ配布し

ています。また、地域コミュニティ推進課のホーム

ページでもご覧いただけます。 

活動内容 ①事前研修会・事前審査会への参加（６月） 

②公開審査会への参加（６月） 

③活動発表会への参加（３月） 

応募条件 高知市在住または市内の学校に通学している 

小学４年生から高校３年生の方 

令和３年４月１日～令和４年３月31日 

活動期間 

【発行元・問い合わせ先（事務局）】高知市地域コミュニティ推進課（高知市鷹匠町２-１-43） 

    TEL：088－823－9080 E-mail：kodomofund@city.kochi.lg.jp URL：http://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/21/ 

                     こどもファンドの情報を発信中！こちらからぜひ「いいね」をお願いします。 
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企業･団体 様 

 

●入交道路施設株式会社 

 代表取締役 來 勝典 様 

●有限会社舞高電設 

 代表取締役 山下 邦明 様 

●株式会社永野基礎 

 代表取締役 永野 雅大 様 

●株式会社シンゲン 

 代表取締役 森本 和秀 様 

●和住株式会社 

 代表取締役 横矢 忠志 様 

●高知スタンダート石油株式会社 

 代表取締役 手嶋 邦彦 様 

●株式会社四国機電 

 代表取締役 安井 正仁 様 

 

個人 様 

●梶原 太一 様 

●益岡 美妃 様 

           ほか１名 

 前号に引き続き、こども審査員経験者に行ったインタビューの一部を掲載！ 

 今回は、第２期～第４期までこども審査員を務めた、家古谷優さんです。５歳のころ

からの夢だったJRで働く彼の座右の銘は「のぞみはかなう（JR東海のキャッチフレー

ズ）」小さいことからでもいい！何かやってみようという気持ちを持つことが大切。

と、こどもファンドに対する思いを語ってくれました。 
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活動（７月～２月） 

④まちづくり活動実施 

活動発表会（３月） 

⑤子どもたちが活動成果を発表 

公開審査（６月） 

③子どもたちが活動を提案し、

こども審査員と大人審査員が助

成の可否を審査 

申請（４月） ①申込用紙を市へ提出 

書類審査（５月） ②申込用紙の確認 

まちの誰かが喜ぶような、こどもたちのまちづくり活動を募集しています。 

「こどもファンドってどんなもの？」「どんな活動が対象になるの？」「やりたいことをどう形にしたらい

いか分からない」など、少しでも興味や疑問を持たれた方は、お気軽に事務局までお問い合わせ下さい！ 

●応募対象 

① 18歳までのメンバーが３人以上いる 

② ①のメンバーが一つの家族（兄弟姉妹） 

  だけで構成されていない 

③ サポートしてくれる大人が２人以上いる 

●助成金額  

 上限20万円（活動に必要な経費） 

手作りマスクを地域の方や、医療

関係者の方にプレゼントしたい！ 

例えば 

新型コロナウイルスの影響で、日々欠かせないもの

となった「マスク」を使ったまちづくり活動など。 

皆さんの考えるまちづくりを応援します！ 

メッセージ 

 「やってみよう、やってみなければ分

からない」これも私が好きな言葉です。

楽しさは人それぞれだと思いますが、い

ろんな人の意見を聞いて、こういうのも

あるんだという新しい発見にわくわくで

きるかできないか。 

 私自身、大学生になって地元を離れ、

違う地域で自分がどのようになじんでい

くのかを考えたときに、まずは「まち」

を見てみようという思いから、消防団に

入りました。こども審査員を経験し、ま

ちづくり活動を頑張っている子どもたち

やサポートする大人たちを見たから、そ

ういう存在を意識するようになったから

こそ、まちの見方や地域の見方にも変化

があったのかもしれません。 

 こどもファンドで自分の知らないわく

わくを発見してみてください。 

け ご や   まさる 

 家古谷 優さん（23） 

・Ｈ25～27年度こども審査員 

・JR四国高知運転所勤務 

第３期こども審査員 

高知中央高等学校２年生 

（写真当時） 

こどもファンドとの出会い 

 中学校でこどもファンドの募集チラシ

を見たとき、子どもが思い描いている

「面白い何か」を実現できるんじゃない

かと思いました。そして、みんながどん

な活動をしているのか見てみたいという

気持ちからこども審査員に応募しまし

た。 

 審査会では、子どもが主体となって活

動出来ているか、まちづくりになってい

るか、学校だけの活動ではなく住んでい

る地域のためになる活動であるかといっ

た視点で審査を行いました。審査会の前

に活動スケジュールや活動に対する思い

を書いた応募資料をかなり読み込み、質

問ポイントをきめていきますが、プレゼ

ンテーションのときに資料では伝えきれ

ていなかった思いが見えたりするので面

白いですね。また、それでも伝えきれな

かった相手方のやりたいことを質問で聞

き出していくことが審査員の役割であ

り、面白さだと感じます。 
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